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一 

は
じ
め
に 

 
本
日
こ
こ
に
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
遠
野
市
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
る
に
当

た
り
、
改
め
て
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
市
政
運

営
の
基
本
的
な
方
向
に
つ
き
ま
し
て
、
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
す
。 

私
は
、
去
る
十
月
十
五
日
執
行
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

力
強
い
ご
支
援
、
ご
支
持
を
賜
り
、
四
期
目
の
遠
野
市
政
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
責
任
の
重
さ
に
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
回
は
、
新
遠
野
市
が
誕
生
し
、
初
の
選
挙
戦
と
な
り
、
私
自
身
、
十
五
年
ぶ
り

の
選
挙
戦
と
な
り
ま
し
た
。 

選
挙
中
に
市
内
を
く
ま
な
く
回
り
、
現
場
に
は
、
地
域
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
十
五
年
間
で
分
か
っ
た
つ
も
り
で

あ
り
ま
し
た
が
、
正
直
、
そ
う
で
は
な
い
部
分
も
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。 

 

な
お
一
層
、
き
め
細
か
い
心
配
り
を
行
い
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
に
お
示
し
し
た

約
束
の
実
現
に
向
け
、「
全
力
投
球
」「
一
所
懸
命
」
、
そ
し
て
「
誠
心
誠
意
」
、
遠
野

ス
タ
イ
ル
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。 

 

引
き
続
き
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
の
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  二 

前
期
四
年
を
振
り
返
る 

 

（
本
庁
舎
完
成
） 

 

こ
の
四
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
先
ず
も
っ
て
感
慨
深
い
の
は
、
こ
の
市
役
所
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本
庁
舎
の
完
成
で
あ
り
ま
す
。
正
直
、
市
の
財
政
事
情
か
ら
考
え
れ
ば
、
本
庁
舎
の

建
設
は
、
無
理
だ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
に
際
し
、
二
万
八
千
人
の
市
民
が
一
丸
と
な
り
、
被
災

地
の
命
と
向
き
合
っ
た
と
い
う
後
方
支
援
活
動
の
取
組
が
、
国
か
ら
の
財
政
支
援
に

つ
な
が
る
な
ど
、
こ
の
本
庁
舎
完
成
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
を
、
私
た
ち
は
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

（
希
望
郷
い
わ
て
国
体
） 

 

二
つ
目
は
、
昭
和
四
十
五
年
の
岩
手
国
体
以
来
、
四
十
六
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
、
希
望
郷
い
わ
て
国
体
で
あ
り
ま
す
。 

市
民
総
参
加
で
の
お
も
て
な
し
や
、
小
中
学
生
に
よ
る
全
試
合
で
の
全
校
応
援
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
場
者
数
は
延
べ
約
一
万
六
千
人
を
超
え
、

全
国
か
ら
訪
れ
た
選
手
団
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
国
体
を
通
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
遠
野
を
全
国
に
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
後
は
、
こ
の
国
体
の
成
果
を
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

（
東
北
横
断
自
動
車
道
） 

 

三
つ
目
は
、
復
興
支
援
道
路
で
あ
る
東
北
横
断
自
動
車
道
釜
石
・
秋
田
線
の
遠
野

イ
ン
タ
ー
開
通
で
あ
り
ま
す
。 

 

当
日
は
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
、
近
隣
市
町
村
長
の

皆
さ
ま
に
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
意
義
深
い
開
通
式
典
と
な
り
ま
し
た
。 

 

平
成
三
十
年
度
の
全
線
開
通
が
間
近
と
な
る
中
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
高
速
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

（
台
風
十
号
災
害
） 

 

最
後
に
、
昨
年
八
月
の
台
風
十
号
被
害
で
あ
り
ま
す
。 
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記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、
孤
立
集
落
が
発
生
す
る
中
、
幸
い
に
も
人
命
に
か
か
わ

る
大
き
な
被
害
が
な
か
っ
た
の
は
、
消
防
団
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
一
丸
と
な
っ
た

日
頃
の
取
組
の
賜
物
と
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。 

 

一
日
も
早
い
復
旧
、
そ
し
て
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。 

  
 三 

基
本
姿
勢 

  

さ
て
、
市
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
、
私
は
、
「
公
平
・
公
正
・
公
開
」
を
基
本

ス
タ
ン
ス
と
し
、
「
現
場
主
義
」
を
貫
き
、
「
知
恵
と
工
夫
」
、
そ
し
て
「
汗
」
に
こ

だ
わ
り
、「
意
識
の
壁
・
組
織
の
壁
」
、
そ
し
て
「
制
度
の
壁
」
に
挑
み
、
連
携
と
交

流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
事
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
、
「
ス
ピ
ー
ド
・
タ
イ
ミ
ン

グ
・
バ
ラ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
常
に
意
識
し
、
行
動
し
発
信
し
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。 

  四 

待
っ
た
な
し
の
五
課
題
に
直
ち
に
挑
戦
し
展
望
を
見
出
す 

  

次
に
、
私
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
約
束
し
た
、
五
つ
の
緊
急
優
先
課
題
の
取
組

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

一
つ
目
は
、
産
業
振
興
と
活
性
化
、
雇
用
の
確
保
、
移
住
・
定
住
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
つ
い
て
で
す
。 

  

平
成
三
十
年
度
に
は
、
東
北
横
断
自
動
車
道
釜
石
・
秋
田
線
の
全
線
が
開
通
し
、

国
道
三
百
四
十
号
に
お
い
て
も
、
立
丸
峠
工
区
工
事
が
完
了
し
、
開
通
す
る
見
込
み



4 

 

で
す
。 

 
こ
れ
ら
交
通
基
盤
の
整
備
に
併
せ
、
本
市
へ
の
工
業
団
地
に
対
す
る
企
業
の
進
出

意
欲
が
高
ま
っ
て
来
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遠
野
東
工
業
団
地
の
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

 
 

 

さ
ら
に
は
、
全
国
モ
デ
ル
道
の
駅
で
あ
る
遠
野
風
の
丘
の
機
能
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。
駐
車
場
の
拡
張
や
、
防
災
機
能
の
充
実
な
ど
、
引
き
続
き
、
国
や
県
と
協
議

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

本
市
の
農
業
は
、
地
域
を
支
え
る
基
幹
産
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
高
齢
化
の

進
展
、
担
い
手
の
減
少
、
有
害
鳥
獣
の
被
害
が
深
刻
化
す
る
中
、
第
二
次
遠
野
市
農

林
水
産
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
タ
フ
・
ビ
ジ
ョ
ンⅡ
）
に
掲
げ
る
「
七
つ
の
目
指
す
べ
き

姿
」
の
実
現
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
六
次
産
業
、
地
産
地
消
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 

  

移
住
・
定
住
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
お
い
て
は
、
「
で
・
く
ら
す
遠
野
」
の
活
動

に
よ
り
遠
野
フ
ァ
ン
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
「
遠
野
の
も
の
・
こ
こ
ろ
・
海
外

交
流
推
進
委
員
会
」
を
中
心
に
、
台
湾
や
、
今
年
、
姉
妹
都
市
を
締
結
し
た
ア
メ
リ

カ
・
チ
ャ
タ
ヌ
ー
ガ
市
な
ど
と
の
交
流
を
通
し
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
平
成
三
十
一
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
や
、
平
成
三
十
二
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
見
据
え
た
、
外
国
人
観
光

客
の
受
入
態
勢
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

二
つ
目
は
、
少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
の
強
化
に
つ
い
て
で
す
。 

  

健
康
福
祉
の
里
を
拠
点
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
な
ど
と

連
携
し
、
安
心
・
安
全
な
社
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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遠
野
市
助
産
院
「
ね
っ
と
・
ゆ
り
か
ご
」
は
、
今
年
で
開
設
十
周
年
を
迎
え
、
過

日
、
多
く
の
関
係
者
の
参
加
の
も
と
、
記
念
式
典
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
市
内
外
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、
遠
野
市
か
ら
オ
ー
ル
岩
手
で
取
り
組
む
周

産
期
医
療
の
提
言
等
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

附
馬
牛
保
育
園
・
児
童
館
も
、
平
成
二
十
九
年
度
の
完
成
に
向
け
、
整
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。 

引
き
続
き
、
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
を
充
実
さ
せ
、
若
年
世
代
の
価
値
観
を
理

解
し
た
上
で
、
魅
力
あ
る
遠
野
の
里
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

三
つ
目
は
、
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
つ
い
て
で
す
。 

  

今
年
完
成
し
た
市
役
所
本
庁
舎
と
Ｊ
Ｒ
遠
野
駅
を
中
心
に
、
さ
ら
に
は
、
宮
守
総

合
支
所
と
ｍ
ｍ
１
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
で
は
、
現
在
、
十
四
名
の
隊
員
が
、
起
業
、
業
興
し

に
向
け
た
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

  

宮
守
町
で
は
、
今
年
九
月
に
、
「
遠
野
・
西
の
玄
関
口
み
や
も
り
検
討
会
」
が
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
自
治
会
、
地
元
商
工
会
等
と
連
携
し
、
さ
ら
な
る
宮
守
町
の
活

力
、
賑
わ
い
創
出
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

  

四
つ
目
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
に
つ
い
て
で
す
。 

  

人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
市
内
十
一
地
区
に
配
置
し
た
地
区
セ
ン
タ
ー
を

小
さ
な
拠
点
と
し
て
、
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

現
在
、
各
地
区
で
進
め
て
い
る
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
三
地
区
で
策
定
が
完

了
し
、
平
成
二
十
九
年
度
に
は
、
さ
ら
に
五
地
区
で
も
計
画
が
策
定
さ
れ
る
見
込
み

で
す
。 
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こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
取
組
が
で
き
る
よ
う
、
一
括
交
付

金
に
よ
る
財
政
支
援
等
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

な
お
、
鱒
沢
地
区
に
お
い
て
は
、
鱒
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
整
備
検
討
委
員
会
を
組
織

し
て
い
た
だ
き
、
平
成
三
十
一
年
度
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

 
 

 

 

五
つ
目
は
、
人
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
で
す
。 

 
 

 

現
在
、
教
育
に
関
し
て
、
重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
市

長
と
教
育
委
員
会
で
組
織
す
る
「
総
合
教
育
会
議
」
を
開
催
し
、
協
議
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

 

引
き
続
き
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
特
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
自
ら

の
力
で
未
来
を
切
り
拓
く
、
基
礎
学
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

  

さ
ら
に
、
県
立
高
校
の
再
編
問
題
に
お
い
て
は
、
今
月
二
十
四
日
に
、
二
校
存
続

に
向
け
た
要
望
書
を
、
県
議
会
議
長
に
届
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

高
校
再
編
を
考
え
る
市
民
会
議
の
皆
さ
ま
を
中
心
と
し
た
署
名
活
動
に
寄
せ
ら

れ
た
、
一
万
人
を
超
え
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
熱
い
思
い
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
域
の
将
来
を
担
う
高
校
生
の
育
成
に
向
け
、
引
き
続
き
、
中
高
連
携
に
よ
る
支
援

策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

ま
た
、
健
康
増
進
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
な
ど

に
よ
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
よ
る
健
康
増
進
を
推
進
し
、

い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。 

  

五 

現
在
進
行
形
の
事
業
と
計
画
の
着
実
な
推
進 

  

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
し
っ
か
り
と
タ
ッ
グ
を
組
み
な
が
ら
、
遠
野
ス
タ
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イ
ル
と
い
っ
た
仕
組
み
の
中
で
、
市
政
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

 
 

第
一
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
で
は
、
五
年
間
の
取
組
と
し
て
、
計
画
登
載
事

業
百
六
十
四
事
業
中
、
百
六
十
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
平
成
二
十
八
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
二
次
総
合
計
画
の
、
平
成
二
十
八

年
度
ま
ち
づ
く
り
指
標
に
お
い
て
は
、
百
三
十
指
標
中
、
百
八
指
標
、
約
八
十
三
％

の
目
標
を
概
ね
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

な
お
、
四
年
前
に
掲
げ
た
「
十
・
と
お
の
約
束
」
に
お
い
て
は
、
六
十
四
項
目
中
、

五
十
九
項
目
を
達
成
、
ま
た
は
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
策
定
し
た
計
画
の
着
実
な
実
行
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

  

六 

む
す
び 

 
 

人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
、
首
都
圏
へ
の
一
極
集
中
が
進
む
中
、
本
市
で
は
、

平
成
十
七
年
の
市
村
合
併
時
と
比
較
し
、
十
年
間
で
約
一
割
、
約
三
千
三
百
人
の
人

口
が
減
少
し
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
に
大
き
な
危
機
感
を
感
じ
、
三
期
目
の
平
成
二
十
七
年
に
「
産
業
振
興
・

雇
用
確
保
」
「
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
」
を
優
先
方
針
に
掲
げ
、
第
二
次
総
合

計
画
、
遠
野
ス
タ
イ
ル
創
造
・
発
展
総
合
戦
略
、
第
三
次
健
全
財
政
五
カ
年
計
画
を

策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

ま
た
、
来
年
四
月
の
組
織
再
編
を
見
据
え
、
現
在
の
十
二
部
を
八
部
に
編
成
し
、

五
十
四
課
室
等
を
四
十
二
課
室
等
に
編
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

組
織
再
編
に
当
た
っ
て
は
、「
二
つ
の
共
通
優
先
方
針
に
対
応
」「
ス
リ
ム
化
」「
シ

ン
プ
ル
化
・
分
か
り
や
す
さ
」
を
基
本
方
針
に
掲
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。 
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こ
れ
ら
を
組
織
横
断
型
で
、
き
め
細
か
く
推
進
し
て
い
く
た
め
、
四
期
目
の
ス
タ

ー
ト
と
と
も
に
、
部
長
級
職
員
ら
で
構
成
す
る
遠
野
ス
タ
イ
ル
総
合
力
推
進
本
部
、

そ
し
て
、
中
堅
職
員
に
よ
る
遠
野
み
ら
い
創
造
デ
ザ
イ
ン
推
進
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

こ
の
計
画
を
着
実
に
実
行
す
る
体
制
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
は
、 

 

第
二
次
遠
野
市
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進 

 

遠
野
ス
タ
イ
ル
創
造
・
発
展
総
合
戦
略
に
よ
る
果
敢
な
挑
戦 

 

第
三
次
遠
野
市
健
全
財
政
五
カ
年
計
画
に
よ
る
堅
実
な
運
営 

で
あ
り
ま
す
。 

 

市
職
員
、
関
係
団
体
、
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
の
力
を
結
集
し
、
オ
ー
ル
遠
野
で

市
政
課
題
に
立
ち
向
か
い
、
遠
野
の
総
合
力
を
発
揮
で
き
る
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
し

っ
か
り
創
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
の
基
本
理
念
を
生
か
し
た
、
産

業
振
興
の
た
め
の
市
条
例
を
制
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
産
・

学
・
官
・
金
・
労
・
言
の
役
割
を
明
確
に
し
、
遠
野
の
総
合
力
を
結
集
し
、
産
業
振

興
・
雇
用
確
保
に
取
り
組
む
考
え
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
他
に
も
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
改
善
も
緊
急
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
思
い
切
っ
た
見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

し
っ
か
り
と
し
た
計
画
を
持
ち
、
着
実
に
事
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
丁

寧
な
議
論
を
重
ね
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
手
順

を
踏
む
こ
と
に
、
今
ま
で
以
上
の
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
理
解
の
も
と
、
東

北
地
域
の
み
な
ら
ず
、
全
国
で
私
た
ち
の
遠
野
市
を
発
信
す
る
立
場
と
機
会
を
い
た

だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。 
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こ
の
経
験
を
フ
ル
に
活
用
し
、
さ
ら
な
る
遠
野
の
発
展
の
た
め
に
行
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
所
信
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


